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第　　　　　　　    号

　異
い
国
こく
の方

かた が々た
で、日

に
本
ほん
料
りょう
理
り
が他

た
国
こく
のどの料

りょう
理
り
よりも好

す

き、あるいは自
じ
国
こく
の料

りょう
理
り
よりも和

わ
食
しょく
の方

ほう
が好

す
きという

方
かた
に、私

わたし
は、これまでほとんどお目

め
にかかったことが

ない。

　伝
でん
統
とう
的
てき
な日

に
本
ほん
料
りょう
理
り
の特

とく
徴
ちょう
は、昆

こん
布
ぶ
や鰹

かつお
節
ぶし
からとる出

だ

汁
し
に、塩

しお
の他

ほか
、味

み
噌
そ
や醤

しょう
油
ゆ
などの醗

はっ
酵
こう
調
ちょう
味
み
料
りょう
を加

くわ
えな

がら、素
そ
材
ざい
の味

あじ
を最

さい
大
だい
限
げん
に生

い
かして調

ちょう
理
り
する点

てん
にある。

油
ゆ
脂
し
や肉

にく
類
るい
を多

た
用
よう
しないため、健

けん
康
こう
な身

からだ
体を維

い
持
じ
する

のに極
きわ
めて優

すぐ
れた料

りょう
理
り
でもある。海

うみ
に囲

かこ
まれた温

おん
暖
だん
湿
しつ

潤
じゅん
な風

ふう
土
ど
の下

した
では、油

ゆ
脂
し
や肉

にく
類
るい
をあまり取

と
らない方

ほう
が

身
からだ
体が軽

かる
く快

かい
適
てき
に過

す
ごせるということを、そして四

し
季
き

折
おり お々り
に育

はぐく
まれる多

た
彩
さい
な天

てん
然
ねん
の素

そ
材
ざい
を季

き
節
せつ
とともに味

あじ
わ

うことの愉
ゆ
悦
えつ
を、日

に
本
ほん
人
じん
の祖

そ
先
せん
は、しっかり体

たい
得
とく
して

きたのである。

　しかしながら、料
りょう
理
り
に油

ゆ
脂
し
やスパイス類

るい
、肉

にく
類
るい
を多

た

用
よう
する文

ぶん
化
か
圏
けん
で育

そだ
った人

ひと び々と
にとっては、伝

でん
統
とう
的
てき
な日

に
本
ほん

料
りょう
理
り
の味

あじ
はもの足

た
りなく感

かん
じてしまうようだ。こうし

た異
い
国
こく
の方

かた が々た
に日

に
本
ほん
料
りょう
理
り
の良

よ
さを心

こころ
から理

り
解
かい
していた

だくために私
わたし
がよく作

つく
ってさしあげるのは、日

に
本
ほん
の出

だ

汁
し
を基

き
礎
そ
にしたブイヤベース（魚

ぎょ
貝
かい
のスープ）である。

　南
なん
欧
おう
の伝

でん
統
とう
料
りょう
理
り
であるブイヤベースは、魚

さかな
のあらを

たくさん用
もち
いて四

よん
十
じゅっ
分
ぷん
ほど煮

に
出
だ
したしっかりした出

だ
汁
し

に、たくさんの魚
ぎょ
貝
かい
を投

とう
じて作

つく
られる濃

のう
厚
こう
な味

あじ
のスー

プだ。冷
さ
めると、魚

さかな
のゼラチン質

しつ
で、スープがかたく

固
かた
まる程

ほど
である。これは、これで価

か
値
ち
のあるものだと

思
おも
うが、魚

ぎょ
貝
かい
の成

せい
分
ぶん
が二

に
重
じゅう
に重

かさ
なる味

あじ
は、和

わ
食
しょく
で育

そだ
っ

た人
にん
間
げん
には強

つよ
く、荒

あら
っぽく感

かん
じられる要

よう
素
そ
でもある。

　そこで、昆
こん
布
ぶ
と鰹

かつお
節
ぶし
の出

だ
汁
し
に香

こう
味
み
野
や
菜
さい
とトマトを加

くわ

えてスープのもとを作
つく
り、そこへ、骨

ほね
切
ぎ
りし葛

くず
たたき

にした白
しろ
身
み
魚
ざかな
（初

しょ
夏
か
ならアイナメやハモがおいしい。

骨
ほね
切
ぎ
りによりできた細

こま
かい切

き
れ目

め
に、葛

くず
粉
こ
をはたき込

こ

んで茹
ゆ
でることで、花

はな
が開

ひら
いたような形

かたち
になる）や、

海
え
老
び
のしんじょ、蛤

はまぐり
を入

い
れ、最

さい
後
ご
にサフランで風

ふう
味
み
づ

けをしてみたら、さっぱりとしているが、海
うみ
の幸

さち
の豊

ゆた

かな味
あじ
わいも残

のこ
った、新

あたら
しいスープができあがった。

これは、和
わ
食
しょく
を好

この
まなかった在

ざい
日
にち
外
がい
国
こく
人
じん
の方

かた
にも、た

いへん好
こう
評
ひょう
を博

はく
した一

いっ
品
ぴん
である。

　どこの国
くに
の文

ぶん
化
か
も尊

そん
敬
けい
に値

あたい
するものを持

も
っていると

はよく言
い
われることであるが、こと味

み
覚
かく
に関

かん
しては、

子
こ
どもの頃

ころ
から親

した
しんだ味

あじ
が一

いち
番
ばん
だと思

おも
いがちである。

そういう時
とき
は、少

すこ
しだけ相

あい
手
て
の文

ぶん
化
か
の要

よう
素
そ
を加

か
味
み
する

ことで、より受
う
け入

い
れてもらいやすくなるものである。

さらに、そうした試
こころ
みから生

う
まれた味

あじ
が、それ以

い
前
ぜん
の

ものよりも美
び
味
み
になることもあるのだ。文

ぶん
化
か
交
こう
流
りゅう
が必

ひつ

要
よう
な由

ゆ
縁
えん
である。

1

味
み
覚
かく
の中

なか
の文

ぶん
化
か
交
こう
流
りゅう

辰
たつ
巳
み
　芳
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子
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りょう
理
り
研
けん
究
きゅう
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ずい
筆
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）
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辰巳　芳子（たつみ　よしこ）
1924 年生まれ。聖心女子大学卒。料理研究家だった母、浜子
の傍らで日本の家庭料理の手ほどきを受けながら、欧風料理
もシェフ数人について学ぶ。雑誌やテレビなどで料理を発表
するのみならず、日本の食文化についてのエッセイを多数執
筆している。

表紙エッセイストプロフィール

　『日本語教育通信』第 45 号に同封して実施いたしました

アンケートに対し、たくさんの方々からご回答をいただき

ました。どうもありがとうございました。海外へ約 15,000

部、国内へ約1,500部配布された内、全体で858件の回答（在

住国別では海外が 755 件 / 国内が 95 件 / 無回答 8件、国

籍別では海外 438 件 / 日本 416 件 / 無回答 4件でした）を

いただきました。コメント欄では、貴重なご意見も多くい

ただき、今後の通信のあり方を考える上で重要な資料にな

ると思われます。今後の配布方法については現在まだ協議

中ですが、決まりましたら再びご報告する所存です。お忙

しい中、時間を割いて回答を送ってくださった方々に心か

ら感謝いたしますとともに、日本語教育に関する情報提供

業務のより良い形を模索しながら、さらに充実した紙面を

目指して努力していきたいと思っています。これからも、

よろしくご指導及びご支援くださいますようお願い申し上

げます。

『日本語教育通信』編集担当

アンケート回答御礼
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このコーナーでは、海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
について広

ひろ
く情

じょう
報
ほう
を交
こう
換
かん
したり、お互

たが
いの交

こう
流
りゅう
をはかるために、

各
かく
地
ち
域
いき
の新

あたら
しい試

こころ
みやコース運

うん
営
えい
などについて、関

かん
係
けい
者
しゃ
の方
かた
々
がた
に具

ぐ
体
たい
的
てき
に紹

しょう
介
かい
していただきます。

　フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
が設

せつ
立
りつ
されたのは 1997 年

ねん
である。その当

とう
時
じ
は多

おお
くの教

きょう
師
し
たちにとって孤

こ
立
りつ
、情

じょう
報
ほう
不
ぶ
足
そく

という状
じょう
態
たい
がまだ続

つづ
いていた。このような閉

へい
鎖
さ
状
じょう
態
たい
を改

かい
善
ぜん
するために、日

に
本
ほん
語
ご
を専
せん
攻
こう
としていない学

がく
生
せい
に教

おし
えて

いる教
きょう
師
し
を中

ちゅう
心
しん
に有
ゆう
志
し
が集

あつ
まり、ネットワークの確

かく
立
りつ
を目

め
指
ざ
して、会

かい
が結

けっ
成
せい
された。

　本
ほん
会
かい
は設

せつ
立
りつ
当
とう
初
しょ
より一

いっ
貫
かん
して日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に関

かん
心
しん
のある者

もの
すべてに門

もん
戸
こ
を開

ひら
いている。故

ゆえ
に、会

かい
員
いん
構
こう
成
せい
は上

うえ
は日

に

本
ほん
語
ご
学
がく
の大

だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
から下

した
はこれから教

きょう
師
し
になりたい卵

たまご
までと、あらゆるタイプ、あらゆる分

ぶん
野
や
で教

きょう
鞭
べん
をとってい

る教
きょう
師
し
たちを結

けっ
集
しゅう
した会

かい
である。この点

てん
、大

だい
学
がく
で教

おし
えている教

きょう
師
し
の会
かい
である英

えい
国
こく
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がっ
会
かい
と異

こと
なる。また

中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
、高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
、成

せい
人
じん
教
きょう
育
いく
と部

ぶ
門
もん
別
べつ
の教

きょう
師
し
会
かい
があるドイツのあり方

かた
とも違

ちが
っている。

 

　以
い
来
らい
、我

わ
が会

かい
の活

かつ
動
どう
目
もく
的
てき
は、情

じょう
報
ほう
交
こう
換
かん
や相

そう
互
ご
協
きょう
力
りょく
を可

か
能
のう
にす

るためのネットワーク確
かく
立
りつ
にある。そのために各

かく
種
しゅ
活
かつ
動
どう
を行

おこな
っ

ているが、その中
なか
で特

とく
にネットワーク作

づく
りに効

こう
果
か
をあげている

ものはシンポジウム開
かい
催
さい
とニュースレター発

はっ
行
こう
である。   

　我
わ
が会

かい
のニュースレターの特

とく
徴
ちょう
は原

げん
則
そく
として会

かい
員
いん
からの投

とう
稿
こう

（ほとんどが依
い
頼
らい
投
とう
稿
こう
であるが）で構

こう
成
せい
されている。シンポジウ

ムあるいは勉
べん
強
きょう
会
かい
のレジュメや所

しょ
属
ぞく
機
き
関
かん
の紹

しょう
介
かい
の他

ほか
、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
、私

わたし
の場

ば
合
あい
」という自

じ
分
ぶん
と日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
との係

かか
わり合

あ
いを語

かた
っ

てもらうコラム、各
かく
自
じ
の教

きょう
授
じゅ
法
ほう
を披

ひ
露
ろう
してもらう「アイデア広

ひろ

場
ば
」、など毎

まい
回
かい
違
ちが
った会

かい
員
いん
に書

か
いてもらうことを原

げん
則
そく
にしている。

現
げん
在
ざい
ニュースレターは 20 号

ごう
に達

たっ
し、すでに 1/3 以

い
上
じょう
の会

かい
員
いん
が執

しっ

筆
ぴつ
していることになる。

　年
ねん
1 回
かい
開
かい
催
さい
されるシンポジウムは毎

まい
回
かい
開
かい
催
さい
地
ち
を変

か
えており、

その地
ち
の会

かい
員
いん
が大

たい
会
かい
組
そ
織
しき
委
い
員
いん
となる。すでにフランスの 5都

と
市
し

（グルノーブル、トゥール、リヨン、パリ、アヌシー）で行
おこな
われ

たわけであるが、その都
つ
度
ど
、開

かい
催
さい
地
ち
近
きん
辺
ぺん
の非

ひ
会
かい
員
いん
教
きょう
師
し
たちを巻

ま
き込

こ
んでいく。ちなみに 2003 年

ねん
のテーマは「多

た

次
じ
元
げん
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
：中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
と高
こう
等
とう
教
きょう
育
いく
の接

せっ
点
てん
を求

もと
めて」で開

かい
催
さい
地
ち
はアルプスの都

と
市
し
、アヌシーであった。シン

ポジウムは日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
としての知

ち
識
しき
を深

ふか
め、教

きょう
授
じゅ
技
ぎ
能
のう
を高

たか
める場

ば
であると同

どう
時
じ
に、これを機

き
会
かい
に意

い
見
けん
・情

じょう
報
ほう
を交

こう

換
かん
し、同

おな
じ問

もん
題
だい
意
い
識
しき
を確

かく
認
にん
し合

あ
い、また年

ねん
1 回
かい
の再

さい
会
かい
を楽

たの
しみ、友

ゆう
情
じょう
を築

きず
く場

ば
ともなっている。このような活

かつ
動
どう

が徐
じょ
々
じょ
に実

み
を結

むす
び、現

げん
在
ざい
ネットワークは確

かく
実
じつ
に形
けい
成
せい
され、協

きょう
力
りょく
体
たい
制
せい
が非

ひ
常
じょう
によく機

き
能
のう
するようになった。会

かい
員
いん
間
かん

には様
さま
々
ざま
な情

じょう
報
ほう
がかなり行

ゆ
き渡

わた
るようになり、雇

こ
用
よう
情
じょう
報
ほう
などもこのような中

なか
で自

し
然
ぜん
に広
ひろ
まり、効

こう
果
か
をあげている。

 

　しかし、問
もん
題
だい
がないわけではない。前

まえ
にも述

の
べたとおり、非

ひ
常
じょう
に幅
はば
の広

ひろ
い会
かい
員
いん
構
こう
成
せい
となっているので、会

かい
に対

たい

Association of Japanese Language Teachers in France
Japanese Language Teaching Report in the World.

かい がい に ほん ご きょう いく 

フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
 会
かい
長
ちょう
・国

こく
立
りつ
理
り
工
こう
科
か
大
だい
学
がく
 専
せん
任
にん
講
こう
師
し
　石
いし
井
い
陽
よう
子
こ

フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
の活

かつ
動
どう
と課

か
題
だい

第
だい
4回

かい

ニュースレター
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する期
き
待
たい
も様

さま
々
ざま
であろう。どのレベルに焦

しょう
点
てん
を当

あ
てるか、どんなテーマを取

と
り上

あ
げたらいいのか難

むずか
しいところで

ある。会
かい
員
いん
みんなが恩

おん
恵
けい
を被

こうむ
り、共

とも
に前

ぜん
進
しん
していくというのは可

か
能
のう
なのであろうか。どのような形

かたち
が考

かんが
えられる

であろうか。この事
じ
実
じつ
は特

とく
に定

てい
例
れい
勉
べん
強
きょう
会
かい
を運

うん
営
えい
する上

うえ
で非

ひ
常
じょう
に問

もん
題
だい
になるところである。この点

てん
について少

すこ
し述

の

べてみたい。

　まず勉
べん
強
きょう
会
かい
の運

うん
営
えい
に関

かん
する問

もん
題
だい
として、講

こう
師
し
の人

じん
材
ざい
不
ぶ
足
そく
がある。会

かい
員
いん
が講

こう
師
し
となってあるテーマについて日

ひ
頃
ごろ

の経
けい
験
けん
または考

こう
察
さつ
を発

はっ
表
ぴょう
し、それをもとに討

とう
論
ろん
するという形

かたち
を取

と
っているが、講

こう
師
し
として勉

べん
強
きょう
会
かい
を担

たん
当
とう
できる会

かい

員
いん
の数

かず
にも限

かぎ
りがある。また同

おな
じ人

ひと
が担

たん
当
とう
するのでは負

ふ
担
たん
が多

おお
すぎるし、新

しん
鮮
せん
さもかけてくる。謝

しゃ
礼
れい
を払

はら
って外

がい

部
ぶ
から講

こう
師
し
を招

まね
く方
ほう
法
ほう
も取

と
っているが、適

てき
当
とう
な人

じん
材
ざい
（講

こう
師
し
）を見

み
つけるのはかなり困

こん
難
なん
であり、資

し
金
きん
的
てき
問
もん
題
だい
もある。

　テーマに関
かん
しては、幅

はば
広
ひろ
い層

そう
にアピールしえるテーマはやはり日

ひ
々
び
の授

じゅ
業
ぎょう
に直

ちょく
接
せつ
活
かつ
用
よう
できるような教

きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん

するもの、教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
に関

かん
するものであろうが、担

たん
当
とう
できる会

かい
員
いん
あるいは講

こう
師
し
がなかなかいない。言

げん
語
ご
学
がく
的
てき
アプロー

チのテーマとなると参
さん
加
か
者
しゃ
が狭

せば
まり、一

いっ
定
てい
の会

かい
員
いん
だけになる。このような中

なか
で、最

さい
近
きん
、新

あたら
しい試

こころ
みとして読

どく
書
しょ
会
かい

を始
はじ
めた。これは予

あらかじ
め講

こう
読
どく
テキストを選

えら
び、勉

べん
強
きょう
会
かい
の前

まえ
に必

かなら
ず

それを読
よ
んで会

かい
に出

しゅっ
席
せき
するというものだ。その狙

ねら
いは会

かい
員
いん
の参

さん

加
か
をより能

のう
動
どう
的
てき
なものにすることであったが、この方

ほう
法
ほう
でも参

さん

加
か
者
しゃ
が限

げん
定
てい
されてしまっている。

　その他
ほか
、開

かい
催
さい
の曜

よう
日
び
、時

じ
間
かん
帯
たい
など様

さま
々
ざま
な問

もん
題
だい
を抱

かか
え、現

げん
在
ざい
の

ところこの勉
べん
強
きょう
会
かい
はもっぱら存

そん
在
ざい
することに意

い
義
ぎ
があるようだ。

試
し
行
こう
錯
さく
誤
ご
を重

かさ
ねながら模

も
索
さく
中
ちゅう
といえよう。パリ日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
に

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の派

は
遣
けん
専
せん
門
もん
家
か
がいて指

し
導
どう
してくれたらといつも思

おも

わずにはいられない。

　我
わ
が会

かい
は現

げん
在
ざい
110 名

めい
の会

かい
員
いん
がいる。その内

うち
フランス人

じん
会
かい
員
いん
は 8 名

めい
である。フランスにおける日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
は、日

に

本
ほん
人
じん
教
きょう
師
し
が大

だい
多
た
数
すう
を占

し
めてはいるので、我

わ
が会

かい
に日

に
本
ほん
人
じん
会
かい
員
いん
が

多
おお
いのは当

とう
然
ぜん
である。大

だい
学
がく
の日

に
本
ほん
語
ご
日
に
本
ほん
学
がく
専
せん
攻
こう
科
か
でも実

じっ
践
せん
日
に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
はネイティブが担

たん
当
とう
しているし、グランゼコール（Grandes 

Ecoles 単
たん
科
か
大
だい
学
がく
）などの機

き
関
かん
での外

がい
国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
の中

なか
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく

ではむしろネイティブの教
きょう
師
し
の方
ほう
が歓
かん
迎
げい
される傾

けい
向
こう
にある。しか

し、中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
部
ぶ
門
もん
についていうと、正

せい
規
き
のポストにつくには国

くに
の

教
きょう
育
いく
資
し
格
かく
免
めん
状
じょう
（agrcation, CAPES）が必

ひつ
要
よう
であり、その免

めん
状
じょう
を

取
しゅ
得
とく
するにはフランス国

こく
籍
せき
を必
ひつ
要
よう
とするので、中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
ではフラ

ンス人
じん
教
きょう
師
し
が比

ひ
較
かく
的
てき
多
おお
い。この教

きょう
師
し
たちは我

わ
が会

かい
の活
かつ
動
どう
に参
さん
加
か
し

える潜
せん
在
ざい
性
せい
を持

も
っている。が、現

げん
在
ざい
のところ、コンタクトはあま

りない。その原
げん
因
いん
の一
ひと
つに日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に対
たい
する考

かんが
え方
かた
の相

そう
違
い
が考

かんが

えられる。彼
かれ
らは大

だい
学
がく
で受

う
けた伝

でん
統
とう
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を受

う
けついで

おり、現
げん
在
ざい
世
せ
界
かい
の主
しゅ
流
りゅう
を占

し
めているコミュニカティブな日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

授
じゅ
法
ほう
にはむしろ消

しょう
極
きょく
的
てき
である。今

こん
後
ご
の課

か
題
だい
はこれらフランス人

じん
教
きょう

師
し
とコンタクトを密

みつ
にし相

そう
互
ご
理
り
解
かい
を図
はか
ることであろう。彼

かれ
らとも

協
きょう
力
りょく
体
たい
制
せい
を敷

し
き、ともに活

かつ
動
どう
できたらと願

ねが
う。

　我
わ
が会
かい
も 6 年

ねん
を経

へ
た現

げん
在
ざい
、存
そん
在
ざい
もかなり知

し
られ、会

かい
が果

は
たして

いる役
やく
割
わり
も認
みと
められるようになってきた。地

じ
道
みち
な努

ど
力
りょく
が実

み
を結

むす
ん

できているのだろう。今
こん
後
ご
も焦
あせ
らず、たゆまず、活

かつ
動
どう
を続

つづ
けてい

こうと思
おも
っている。

〈写
しゃ
真
しん
２〉 2002年

ねん
度
ど
第
だい
４回

かい
フランス日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シンポジ

ウム（パリ日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
にて）パリ第

だい
７大

だい
学
がく
、

堺
さかい
教
きょう
授
じゅ
の基

き
調
ちょう
講
こう
演
えん
（2002年

ねん
３月

がつ
1
とお
0日
か
）

〈写
しゃ
真
しん
３〉 同

どう
、2002年

ねん
度
ど
第
だい
４回

かい
フランス日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シン

ポジウム、研
けん
究
きゅう
発
はっ
表
ぴょう

〈写
しゃ
真
しん
１〉2003年

ねん
3月
がつ
22日

にち
に行

おこな
った第

だい
15回

かい
定
てい
例
れい
勉
べん
強
きょう
会
かい

　　　　 （パリ日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
にて）
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海
かいがい
外日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
レポート

設
せつ
立
りつ

・設
せつ
立
りつ
年
ねん
：1997年

ねん
５月

がつ
（フランス法

ほう
に則

のっと
る非

ひ
営
えい
利
り
団
だん
体
たい
）

・ 背
はい
景
けい
：1980年

ねん
代
だい
日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の急

きゅう
激
げき
な増

ぞう
加
か
に伴

ともな
い、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
としての

専
せん
門
もん
教
きょう
育
いく
を受

う
けていない者

もの
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わることになったが、その

ような教
きょう
師
し
の孤

こ
立
りつ
した状

じょう
況
きょう
を改

かい
善
ぜん
するため、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
主
しゅ
催
さい
の在

ざい
外
がい
邦
ほう

人
じん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
した教

きょう
師
し
を中

ちゅう
心
しん
に、教

きょう
師
し
間
かん
ネットワークの確

かく
立
りつ

を目
もく
的
てき
に設

せつ
立
りつ
された。

会
かい
員
いん

・会
かい
員
いん
数
すう
 110名

めい
（2003年

ねん
３月

がつ
15日

にち
現
げん
在
ざい
）

・ 初
しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
教
きょう
師
し
数
すう
 17 、高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
教
きょう
師
し
数
すう
 57 、学

がっ
校
こう
外
がい
教
きょう
育
いく
教
きょう
師
し
数
すう
 28 、大

だい

学
がく
教
きょう
授
じゅ
等
とう
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
数
すう
 1 、大

だい
学
がく
院
いん
生
せい
 4 、その他

た
 15 。

  注
ちゅう
-1教

きょう
師
し
が１部

ぶ
門
もん
以
い
上
じょう
で教

おし
えている場

ば
合
あい
があり、総

そう
数
すう
は会

かい
員
いん
数
すう
を上

うわ
回
まわ
る

会
かい
費
ひ

個
こ
人
じん
会
かい
員
いん
：入

にゅう
会
かい
費
ひ
 15.24ユーロ（100F）、年

ねん
会
かい
費
ひ
30.49ユーロ（200F） 

法
ほう
人
じん
会
かい
員
いん
：入

にゅう
会
かい
費
ひ
 152.45ユーロ（1000F）、年

ねん
会
かい
費
ひ
304.90ユーロ（2000F）

賛
さん
助
じょ
会
かい
員
いん
：年

ねん
会
かい
費
ひ
 76.22ユーロ（500F）

定
てい
期
き
刊
かん
行
こう
物
ぶつ
他
ほか

コミュニケーション・ツール

・ ニュースレター「フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
便
だよ
り」奇

き
数
すう
月
つき
（年

ねん
６号

ごう
）発

はっ
行
こう
、

発
はっ
行
こう
部
ぶ
数
すう
150部

ぶ
、ページ数

すう
－平

へい
均
きん
10ページ（A４）、“お知

し
らせ欄

らん
”で各

かく

種
しゅ
情
じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
、記

き
事
じ
は会

かい
員
いん
に寄

き
稿
こう
依
い
頼
らい
。現

げん
在
ざい
20号

ごう
に至

いた
る。

・ メーリングリスト（参
さん
加
か
者
しゃ
87名

めい
）により、会

かい
内
ない
の緊

きん
急
きゅう
を要

よう
する情

じょう
報
ほう
を伝

でん

達
たつ
する。また国

こく
内
ない
国
こく
外
がい
より事

じ
務
む
局
きょく
に送

おく
られた各

かく
種
しゅ
情
じょう
報
ほう
（特

とく
に学

がっ
会
かい
、講

こう
演
えん

会
かい
、研

けん
修
しゅう
会
かい
開
かい
催
さい
等
とう
）を流

なが
す。

現
げん
職
しょく
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
向
むけ
諸
しょ
活
かつ
動
どう

・ 「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シンポジウム」（年

ねん
１回

かい
４月

がつ
）開

かい
催
さい
地
ち
はフランス国

こく
内
ない
各
かく
都
と
市
し

を巡
じゅん
回
かい
。本

ほん
年
ねん
は第

だい
５回

かい
で開

かい
催
さい
地
ち
はアヌシー市

し
。プログラムは招

しょう
待
たい
講
こう
師
し
の

講
こう
演
えん
・ワークショップ、参

さん
加
か
者
しゃ
の研

けん
究
きゅう
発
はっ
表
ぴょう
、パネルディスカッション、

懇
こん
親
しん
会
かい
。

・ 「定
てい
例
れい
勉
べん
強
きょう
会
かい
」（隔

かく
月
げつ
年
ねん
５回

かい
）。会

かい
場
じょう
はパリ日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
。本

ほん
年
ねん
３月

がつ
で計

けい

15回
かい
開
かい
催
さい
。テーマは日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
・日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
、日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
事
じ
情
じょう
等
とう
。

・ 「フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
」発

はっ
行
こう
。2002年

ねん
５月

がつ
に第

だい
１号

ごう
（第

だい
１、２、３回

かい
シ

ンポジウムの報
ほう
告
こく
・論

ろん
文
ぶん
集
しゅう
）を発

はっ
行
こう
。

・ 「ヨーロッパ日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シンポジウム」（「ヨーロッパ日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
」主

しゅ

催
さい
）へ会

かい
員
いん
が参

さん
加
か
した場

ば
合
あい
、参

さん
加
か
費
ひ
援
えん
助
じょ
。

教
きょう
師
し
養
よう
成
せい

ACTFL OPI ワークショップ開
かい
催
さい
。欧

おう
州
しゅう
第
だい
２回

かい
OPI養

よう
成
せい
講
こう
座
ざ
を2003年

ねん
６月

がつ

にパリ日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
で行

おこな
う。受

じゅ
講
こう
者
しゃ
は欧

おう
州
しゅう
、アメリカ在

ざい
住
じゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
。

その他
た

・ エキスポラング（パリ言
げん
語
ご
博
はく
覧
らん
会
かい
）から要

よう
請
せい
があった場

ば
合
あい
、模

も
擬
ぎ
授
じゅ
業
ぎょう
や

講
こう
演
えん
の開

かい
催
さい
などで参

さん
加
か
。

フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
　概

がい
要
よう

※ 本紙45号の「海外日本語教育レポート」の中で、 VJCCホーチミンに派遣されている平田好専門家のお名前のルビ

を「よしみ」ではなく「このむ」と、間違えて記載しました。この場を借りてお詫びいたします。
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第　

回

このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語
の先生方のために、日本語学・日本語教育の研究につい
て情報をおとどけしています。今回のテーマは「日本語
教育と状況的学習論」です。

１．はじめに

　現代に生きるわれわれは、教育を考える場合、即

座に「何を」「どのように」教えるかというふうに

発想します。その典型は、基礎段階（いわゆる初級

段階）の日本語教育です。基礎段階の日本語教育で

は、通常、日本語の基礎的な知識・能力を身につけ

させるという趣旨で、基礎的な文型・文法事項及び

基礎的な語彙が教育内容として選定され、文型・文

法事項を中心としてカリキュラムが策定されます。

そして、授業担当教師は自分の授業に与えられた

学習言語事項をよく研究し、導入、練習、応用練習

というように綿密に授業を計画して、その指導案を

基に授業を実施します。このような教育を行うカリ

キュラム・デザイナーや教師の間では、選定された

知識・能力を学習者が身につけたかどうかというこ

とばかりが議論されます。カリキュラム・デザイナー

も教師も、「学ぶことは、何かを習得することである」

と信じているわけです。学習についてのこのような

見方を、数学教育研究者スファード（Sfard 1998）

は習得メタファー（acquisition metaphar）と呼ん

でいます。これに対し、最近になって、学習を「参

加の過程」と見る見方が出てきました。スファード

はこれを参加メタファー（participation metaphar）

と呼んでいます。一般に、参加メタファーの枠組み

で学習を捉える学習論や学習研究を総称して、状況

的学習論（situated learning）と呼んでいます。

２．ヴィゴツキーと発達心理学研究

　状況的学習論の起源は、ロシア革命後のソビエト

の発達心理学者ヴィゴツキーに遡ることができま

す。ヴィゴツキーによると、子どもの発達において、

記憶、注意、意志、思考などの意図的で知的な行為

は、最初は親や年長者などのより有能な他者が学習

主体をさまざまな形で支援する協働作業で達成され

ます。そして、学習主体は後になってこのような協

働作業における他者の役割を自分で担い、他者が自

分に語りかけるように自分自身に語りかけることで

自己の行為が制御できるようになっていきます。こ

うして最初は他者の援助を得て協働的に実現されて

いた行為が、単独で実行できるようになるのです。

ヴィゴツキーは、子どもの独力による問題解決にお

いて見られる現在の発達水準と、大人の指導下ある

いは自分より能力の高い仲間と協働で行う問題解決

で見られる潜在的な発達水準との間隔を発達の最近

接領域（the zone of proximal development、ＺＰＤ）

と呼びました。そして、この領域に結びついた活動

の中でより有能な他者の媒介（mediation）を得て、

それを内化することで発達が進むと考えたのです。

　より有能な他者が学習主体の行為を方向づける過

程は一般にスキャフォールディング（scaffolding 、

足場づくり）と呼ばれています。ウッドら（Wood 

et al. 1976）は、スキャフォールディングの機能を

次のようにまとめています。

　１．課題についての興味を喚起する。

　２．課題を適度にやさしくする。

　３．課題の達成過程を維持する。

　４．なされたこととよい解決法との違いの重要な

要素を明確化する。

　５．問題解決過程でのフラストレーションをコン

トロールする。

　６．期待されているよい行動のモデルを提示する。

　ロゴフ（Rogoff 1990）は日常生活の中で大人が

子どもに対して行うスキャフォールディングの過

程を詳細に検討しました。そして、大人と子どもが

日本語教育と状況的学習論
大阪大学留学生センター教授　西

にし
口
ぐち
光
こう
一
いち 

Japanese Language Education and “Situated Learning”
Research on the Japanese Language & the Japanese Language Education

21
日本語・日本語
教育を研究する
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日常的な活動を協働的に行う過程のすべてが、子ど

もの行為の方向づけとなるように構造化されている

ことを強調しています。子どもの学習は大人が意図

的に組織する特別な活動ではなく、大人に伴われ支

えられながら、日常生活の中のさまざまな実践に参

加することと同時に展開する過程であるというのが

ロゴフの見方です。このような状況をロゴフはガイ

ドされた参加（guided participation）と呼んでいま

す。また、ブラウンら（Brown et al. 1991）はこの

ような子どもの発達の全体的な状況を認知的徒弟制

（cognitive apprenticeship）と呼んでいます。

３．レイブとウェンガーの正統的周辺参加論

　以上に紹介した研究は、発達心理学（子どもの認

知発達）における状況的学習の研究であるというこ

とができます。これに対し、文化人類学者のレイ

ブとウェンガー（Lave and Wenger 1991）は、学

習主体が社会的実践に参加して、徐々に有能さを発

揮し一人前になっていく過程の全体を捉える新し

い学習観を提示しました。これが正統的周辺参加論

（legitimate peripheral participation）です。

　正統的周辺参加という概念は、学習主体の行為

の変化（熟達化）、実践についての理解、学習主体

の自己認識の変化を、社会的実践の構造との関係か

ら包括的に捉えるための枠組みです。その概念をイ

メージするためには、料理人や大工などの徒弟が徒

弟制の中で一人前になって行く過程を想像するとい

いでしょう。ちなみに、レイブとウェンガーは、西

アフリカのヴァイ族とゴラ族の洋服仕立屋における

徒弟制を主要な研究対象としています。

　正統的周辺参加の概念によって捉えられる学習と

は、学習主体が実践共同体（community of practice）

の正式メンバーとして実際の活動に参加し、そこへ

の参加の形態を徐々に変化させながら、より深く実

践共同体の活動に関与するようになる過程全体を指

しています。そして正統的周辺参加論では、こうし

た共同体の活動への参加形態の変化と連動して、学

習主体の行為のあり方、学習主体による実践共同体

の活動の理解、そして学習主体の自己認識が同期的

に変化していくと考えるのです。

　学習主体の行為の変化というのは具体的には実践

的な活動（作業、役割等）に習熟していくことです。

正統的周辺参加論ではまず実践共同体の活動への参

加があり、継続的に実践活動に従事するのに伴って

学習主体は実践的な活動がうまくできるようになる

と考えるのです。次に、実践共同体の活動の理解に

ついて言うと、例えば、ボタン付けやアイロンがけ

をしていた仕立屋の徒弟が、縫製係になり、それま

でと違った道具を用い、異なった作業を行い、親方

や仲間との新しい関係の中で活動するようになれば、

ボタン付けやアイロンがけや縫製といった作業を含

む洋服作りという実践に対する彼の見方は大きく変

化します。実践共同体への参加形態つまり状況と行

為の関係の変化に伴って学習主体の視点が移行し、

それによって実践についての新たな理解を生み出し

ていくのです。また、学習主体は自分が実践共同体

の中でどのような位置にいるのかということを理解

することを通して、自分が何者であるのか、また自

分が何者になりつつあるのか、ということについて

の認識を形成し変化させます。

　レイブとウェンガーの正統的周辺参加論は発表直

後から学習研究や教育学の分野でセンセーションを

巻き起こし、状況的学習という考え方を広く一般に

普及するのに大きく貢献しました。

４．日本語教育への示唆

　これまでわれわれ日本語教育者は、学習を、主と

して言語的知識や伝達能力の習得の観点から見てき

ました。このような日本語教育に対して状況的学習

論はどのような示唆を与えてくれるでしょうか。こ

れには、日本語教育学への示唆と日本語教育の方法

への示唆があると思います。

　まず、日本語教育学への示唆について言うと、状

況的学習論では学習を、習得ではなく、参加の観点

から捉えようとします。そうした観点からは、日本

語教室のメンバーである学習者とそこで使われるさ

まざまな道具や言語の編成方法に焦点を当てて、日

本語教室が実際に学習者にどのような実践への参加

の機会となっているかを明らかにすることが、一つ

の研究課題として出てきます。また、個々の学習者

は日本語教室のメンバーであるだけでなく、その他

のさまざまな実践共同体のメンバーにもなっていま

す。教室での学習は、「学習者」という「知識や能

力を受け入れる容器のような存在」によって行われ

るのではなく、さまざまな実践共同体を行き来しな

がら生きている個人の相互作用を通して行われてい

ます。学習者をこのように複数の共同体に属する主

体として捉え、日本語教室が個々の学習者にどのよ

うな実践の場となっているか、また、日本語教室と

いう実践共同体への参加を含めて総体的に学習者は

日本語・日本語教育を研究する
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何になりつつあるかを明らかにすることも、重要な

研究課題となるでしょう。こうした研究は、われわ

れが提供している学習の状況とその意味を問い直し、

日本語教育の実践を構成するための新たな視点を提

供してくれるでしょう。

　一方、日本語教育の方法に関しては、状況的学習

論はそもそも学習を見るための視点であるので、本

来的には日本語教育の方法に対して何らかの示唆を

与えるというような性質のものではありません。し

かし、敢えて言うと次のような提案をしているよう

に思われます。すなわち、状況的学習論は、「発達

中の学習者言語による実践の共同体」を教室に（あ

るいは教室と教室外を結びつけて）創造すべきこと

を求めていると思います。この場合の「実践」とい

うのは、「共同体」に属するメンバーの興味や関心

に関連した意味のある活動ということです。そして、

そうした「実践」の構成と「共同体」の成立とは、

互いが互いを規定する関係にあると言えるでしょう。

また、「発達中の学習者言語による」というのは、

何らかの方向性をもった実践として言語活動が行わ

れるわけですが、その言語活動は実践を構成するた

めの過程であると捉えられます。そしてそのような

過程が、言語発達を促進するような働きかけや援助

を伴って行われることが期待されるわけです。ヴィ

ゴツキーのＺＰＤの概念を第二言語教育に応用した

タペストリー・アプローチを提唱するスカーセラと

オックスフォード（Scarcella and Oxford 1992）は、

このような援助と言語発達の関係について次のよう

に述べています。

「具体的な言語的コンテクストが言語発達促進的で

あるとすれば、それは特定のタイプの日本語（原文

では「英語」）の受容処理や産出処理をさせるよう

になっているからではなく、その具体的な言語的コ

ンテクストが学習者が援助を必要としているまさに

そのときに学習者を適切に援助するからである。」

（Scarcella and Oxford 1992: 30）

５．おわりに

　状況的学習論から示唆を得た第二言語教育のアプ

ローチは、具体的には、テーマとタスク中心のアプ

ローチになると思われます。そうしたところから、

しばしば「それはコミュニカティブ・アプローチと

同じなのではないか」と言われます。確かに枠組み

としては似ています。しかし、コミュニカティブ・

アプローチでは学習者を、意味を交換する活動ある

いは擬似的に実際のコミュニケーションを再現する

活動に投入することに重点が置かれています。これ

に対し、状況的学習論の考え方では、むしろ、一連

のテーマとタスク中心の活動を通して、共同体とし

ての実践を生み出すことに重点が置かれています。

実践の共同体なくして参加はあり得ず、参加なくし

て、学習者が共同体の実践の中で自らの役割を発見

し、他者との関係性の中でその役割を果たしていく

あるいは果たせるようになっていくという発達の環

境は創生されないからです。

日本語・日本語教育を研究する
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日
に
本
ほん
に滞

たい
在
ざい
して教

きょう
材
ざい
やカリキュラムを開

かい
発
はつ
する

「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」（1）

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か

　「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」プログラムは、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
・研

けん
究
きゅう
機
き
関
かん
等
とう
が、自

じ
国
こく
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の実

じつ
状
じょう
に

則
そく
して、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
の開

かい
発
はつ
や、具

ぐ
体
たい
的
てき
なテーマ・教

きょう
材
ざい
に基

もと
づいた教

きょう
授
じゅ
法
ほう
・カリキュラム開

かい
発
はつ
などを行

おこな
うにあたり

日
に
本
ほん
で研

けん
究
きゅう
・調

ちょう
査
さ
の必

ひつ
要
よう
がある場

ば
合
あい
に、その制

せい
作
さく
を担
たん
当
とう
する専

せん
門
もん
家
か
をフェローとして日

に
本
ほん
に招

しょう
へいするものです。

１機
き
関
かん
あたり１名

めい
または２名

めい
のフェローが、あらかじめ定

さだ
めた期

き
間
かん
日
に
本
ほん
に滞

たい
在
ざい
します。平

へい
成
せい
元
がん
年
ねん
（1989年

ねん
）から

14年
ねん
（2002年

ねん
）度

ど
末
まつ
までの間

あいだ
に、140件

けん
を超

こ
えるプロジェクトを支

し
援
えん
してきました。フェローの方

かた
々
がた
は、フェロー

シップ期
き
間
かん
終
しゅう
了
りょう
後
ご
自
じ
国
こく
に帰

かえ
って、素

す
晴
ば
らしい教

きょう
材
ざい
やその地

ち
域
いき
に合

あ
ったカリキュラムを完

かん
成
せい
させています。

　このプログラムに採
さい
用
よう
されると、渡

と
航
こう
費
ひ
用
よう
、滞
たい
在
ざい
費
ひ
及
およ
びその他

た
の諸
しょ
手
て
当
あて
が支

し
給
きゅう
されます。また、フェローの希

き

望
ぼう
によって、宿

しゅく
泊
はく
室
しつ
、図

と
書
しょ
館
かん
、研
けん
究
きゅう
室
しつ
など当

とう
センター施

し
設
せつ
の利

り
用
よう
や、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
家
か
の助

じょ
言
げん
といった支

し
援
えん
を受

う

けることができます。

　申
しん
請
せい
にあたって注

ちゅう
意
い
しなければならないことは、申

しん
請
せい
者
しゃ
はフェロー個

こ
人
じん
ではなく、そのプロジェクトを実

じっ
施
し
す

る機
き
関
かん
だということです。また、プロジェクト自

じ
体
たい
に関

かん
しても、いくつかの要

よう
件
けん
を満

み
たしている必

ひつ
要
よう
があります。

たとえば、フェローシップ終
しゅう
了
りょう
後
ご
、原

げん
則
そく
として２年

ねん
以
い
内
ない
にプロジェクトの成

せい
果
か
が出

しゅっ
版
ぱん
される可

か
能
のう
性
せい
が高

たか
いこと、

などがあります。（詳
くわ
しくは、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシッププログラム申

しん
請
せい
要
よう
領
りょう
」http://www.jpf.go.jp/j/about_j/

program_j/sinseisho/3/NC-EF.htmlをご覧
らん
ください。）

　申
しん
請
せい
いただいたプロジェクトの中

なか
からどれを採

さい
用
よう
するかは、審

しん
査
さ
で決

けっ
定
てい
します。審

しん
査
さ
は内

ない
容
よう
面
めん
審
しん
査
さ
と政

せい
策
さく
面
めん
審
しん

査
さ
とがありますが、そのうち大

おお
きなウエイトを占

し
めるのは内

ない
容
よう
面
めん
審
しん
査
さ
で、複

ふく
数
すう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
家
か
が、様

さま
々
ざま
な観

かん

点
てん
からそのプロジェクトの内

ない
容
よう
を検

けん
討
とう
します。現

げん
在
ざい
特
とく
に重

じゅう
視
し
しているのは、プロジェクトの完

かん
遂
すい
可
か
能
のう
性
せい
、成

せい
果
か
物
ぶつ

がその国
くに
や地

ち
域
いき
に与
あた
える影

えい
響
きょう
、そして来

らい
日
にち
の必

ひつ
要
よう
性
せい
です。たとえば、その国

くに
や地

ち
域
いき
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に重

じゅう
要
よう
な影

えい
響
きょう
を

及
およ
ぼすような教

きょう
科
か
書
しょ
の制

せい
作
さく
や、教

きょう
授
じゅ
法
ほう
・カリキュラムなどの教

きょう
育
いく
基
き
準
じゅん
策
さく
定
てい
で、さらにプロジェクト全

ぜん
体
たい
の中

なか
での

来
らい
日
にち
の必

ひつ
要
よう
性
せい
がはっきりしているものは、比

ひ
較
かく
的
てき
優
ゆう
先
せん
度
ど
が高
たか
いと言

い
えるでしょう。

　近
きん
年
ねん
の申

しん
請
せい
プロジェクトの傾

けい
向
こう
として、コミュニケーションを重

じゅう
視
し
した教

きょう
材
ざい
、通
つう
訳
やく
者
しゃ
養
よう
成
せい
用
よう
教
きょう
材
ざい
、異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい

を目
もく
的
てき
とした教

きょう
材
ざい
制
せい
作
さく
のプロジェクトが多

おお
くなっています。また、マルチメディア教

きょう
材
ざい
など数

すう
年
ねん
前
まえ
までは予

よ
想
そう
さ

れていなかったようなものもあります。

　これまで述
の
べてきたとおり、このプログラムの目

もく
的
てき
は教

きょう
材
ざい
制
せい
作
さく
やカリキュラム開

かい
発
はつ
の支

し
援
えん
ですが、フェローの

方
かた
々
がた
にとっては、滞

たい
日
にち
期
き
間
かん
中
ちゅう
に日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
家
か
や同

どう
時
じ
期
き
に来
らい
日
にち
する他

ほか
のフェローと交

こう
流
りゅう
できる絶

ぜっ
好
こう

の機
き
会
かい
でもあります。この機

き
会
かい
を大

おお
いに活

かつ
用
よう
して、国

こっ
境
きょう
を越

こ
えたつながりという財

ざい
産
さん
を得

え
ていただくことも期

き
待
たい

しています。

Japanese-Language Education Fellowship Program

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの公

こう
募
ぼ
プログラムの一

ひと
つに「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」があります。

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』は、今

こん
号
ごう
と次

じ
号
ごう
の２回

かい
にわたり、このフェローシップについて紹

しょう
介
かい
いたします。まず、

今
こん
号
ごう
ではフェローシップの概

がい
要
よう
と平

へい
成
せい
15年

ねん
度
ど
採
さい
用
よう
プロジェクトのリストを掲

けい
載
さい
し、次

じ
号
ごう
で、実

じっ
際
さい
にフェロー

シップを受
う
けられた方

かた
々
がた
の声

こえ
やその成

せい
果
か
物
ぶつ
についてお知

し
らせする予

よ
定
てい
です。

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
事
じ
業
ぎょう
紹
しょう
介
かい
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「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシップ」

　今
こん
回
かい
の特

とく
集
しゅう
で、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
フェローシッププログラムに関

かん
心
しん
を持

も
っていただけたら幸

さいわ
いです。申

しん
請
せい
をご希

き
望
ぼう
の

際
さい
は、各

かっ
国
こく
にある日

に
本
ほん
の在

ざい
外
がい
公
こう
館
かん
または国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の海

かい
外
がい
事
じ
務
む
所
しょ
にお問

と
い合

あ
わせください。また、内

ない
容
よう
に関

かん
す

るお問
と
い合

あ
わせは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か
へお寄

よ
せください。

連
れん
絡
らく
先
さき
：日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター制

せい
作
さく
事
じ
業
ぎょう
課
か

TEL +81-48-834-1183　FAX +81-48-831-7846   E-mail. seisaku@jpf.go.jp

国
こく
名
めい
（滞
たい
日
にち
月
げっ
数
すう
） 申

しん
請
せい
機
き
関
かん
名
めい

プロジェクト名
めい
/ 訪
ほう
日
にち
予
よ
定
てい
者
しゃ
氏
し
名
めい
（英
えい
語
ご
表
ひょう
記
き
） 日

に
本
ほん
側
がわ
協
きょう
力
りょく
者
しゃ
氏
し
名
めい

中
ちゅう
国
ごく

（6 ヶ月
げつ
）

東
とう
北
ほく
師
し
範
はん
大
だい
学
がく
外
がい
国
こく
語
ご
学
がく
院
いん
中
ちゅう
国
ごく
語
ご
・日

に
本
ほん
語
ご
の同
どう
時
じ
通
つう
訳
やく
の方
ほう
法
ほう
と実
じっ
践
せん

金
かな
丸
まる
　邦
くに
三
ぞう

（大
だい
東
とう
文
ぶん
化
か
大
だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
）徐　氷（XU, Bing）

中
ちゅう
国
ごく
  

（2 ヶ月
げつ
）

課
か
程
てい
教
きょう
材
ざい
研
けん
究
きゅう
所
じょ

義
ぎ
務
む
教
きょう
育
いく
課
か
程
てい
標
ひょう
準
じゅん
実
じっ
験
けん
教
きょう
科
か
書
しょ
 日
にち
語
ご
（九

きゅう
年
ねん
級
きゅう
上
じょう
下
げ
冊
さつ
）加

か
納
のう
　陸
みち
人
と

（文
ぶん
教
きょう
大
だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
）張　敏（ZHANG, Min）、劉　粉麗（LIU, Fen Li）

中
ちゅう
国
ごく

（6 ヶ月
げつ
）

湖
こ
南
なん
大
だい
学
がく

『日
に
本
ほん
語
ご
初
しょ
級
きゅう
総
そう
合
ごう
教
きょう
程
てい
』に基

もと
づく教

きょう
授
じゅ
法
ほう
と

カリキュラムの開
かい
発
はつ
・研
けん
究
きゅう

案
あん
野
の
　香

きょう
子
こ

（静
しず
岡
おか
大
だい
学
がく
留
りゅう
学
がく
生
せい
センター助

じょ
教
きょう
授
じゅ
）

李　妲莉（LI Dali）

中
ちゅう
国
ごく

（2 ヶ月
げつ
）

北
ぺ
京
きん
大
だい
学
がく

中
ちゅう
国
ごく
大
だい
学
がく
日
に
本
ほん
語
ご
専
せん
攻
こう
学
がく
生
せい
用
よう
『総
そう
合
ごう
日
にち
語
ご
』作
さく
成
せい

プロジェクト
守
もり
屋
や
　三

み
千
ち
代
よ

（創
そう
価
か
大
だい
学
がく
助
じょ
教
きょう
授
じゅ
）郭　勝華（GUO, Sheng hua）、

孫　佳音（SUN, Jiayin）

中
ちゅう
国
ごく

（2 ヶ月
げつ
）

上
しゃんはい
海交
こう
通
つう
大
だい
学
がく

実
じつ
用
よう
通
つう
訳
やく
教
きょう
材
ざい
の開

かい
発
はつ

相
あい
原
はら
　茂

しげる

（お茶
ちゃ
の水
みず
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
）計　鋼（JI, Gang）、張　真（ZHANG, Zhen）

インドネシア

（2ヶ月
げつ
）

インドネシア教
きょう
育
いく
大
だい
学
がく

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ

久
く
保
ぼ
田
た
　美
よし
子
こ

（センター専
せん
任
にん
講
こう
師
し
）

スジアント （SUDJIANTO）、

アフマッド ダヒディ （AHMAD Dahidi）

スリランカ

（3ヶ月
げつ
）

ミツシ教
きょう
育
いく
センター 初

しょ
級
きゅう
教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい

島
しま
田
だ
　徳
のり
子
こ

（センター専
せん
任
にん
講
こう
師
し
）

バタマセーナ M.T. マドゥ ランカニ

（PADMASENA M.T. Madhu Ranganie）

ニュージーランド

（6ヶ月
げつ
）

ニュージーランド

教
きょう
育
いく
省
しょう
教
きょう
員
いん
養
よう
成
せい
校
こう
協
きょう
議
ぎ
会
かい

「教
きょう
科
か
書
しょ
を作
つく
ろう」を使

つか
ったニュージーランドの

中
ちゅう
学
がく
・高

こう
校
こう
のための教

きょう
科
か
書
しょ
作
さく
成
せい
プロジェクト 古

ふる
川
かわ
　嘉
よし
子
こ

（センター専
せん
任
にん
講
こう
師
し
）

ショート , ジェニファー （SHORT, Jennifer）

ブラジル 

（2 ヶ月
げつ
）

ブラジリア大
だい
学
がく

ブラジルにおける「日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
」教

きょう
育
いく
の教

きょう
授
じゅ
法
ほう
・

プログラム開
かい
発
はつ
と副
ふく
読
どく
本
ほん
編
へん
纂
さん

細
ほそ
川
かわ
　英
ひで
雄
お

（早
わ
稲
せ
田
だ
大
だい
学
がく
日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
究
きゅう
教
きょう
育
いく
セン

ター教
きょう
授
じゅ
）根

ね
川
がわ
　幸

さち
男
お
 （NEGAWA, Sachio）

アイルランド

（2ヶ月
げつ
）

アイルランド言
げん
語
ご
学
がく

研
けん
究
きゅう
所
じょ

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
プロジェクト 鎌

かま
田
だ
　修

おさむ
 

（京
きょう
都
と
外
がい
国
こく
語
ご
大
だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
）ツィママン, ウルスラ（ZIMMERMANN, Ursula）

ドイツ

（4ヶ月
げつ
）

ベルリン自
じ
由
ゆう
大
だい
学
がく

東
ひがし
アジア研

けん
究
きゅう
所
じょ
日
に
本
ほん
学
がっ
科
か

「プロソディー教
きょう
育
いく
の確
かく
立
りつ
をめざして」教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
・

シラバス構
こう
築
ちく
－発

はつ
音
おん
・発
はつ
話
わ
指
し
導
どう
を中

ちゅう
心
しん
に－

上
うえ
野
の
　田

た
鶴
づ
子
こ

（東
とう
京
きょう
女
じょ
子
し
大
だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
）他
ほか
、計
けい
4 名
めい

山
やま
田
だ
ボヒネック 頼

より
子
こ

（YAMADA-BOCHYNEK, Yoriko）

フィンランド

（1ヶ月
げつ
）

フィンランドセンター デジタル化
か
された日

に
本
ほん
語
ご
フィンランド語

ご
辞
じ
書
しょ

佐
さ
久
く
間
ま
　淳

じゅん
一
いち
（名

な
古
ご
屋
や
大
だい
学
がく
助
じょ
教
きょう
授
じゅ
）

他
ほか
、計
けい
3 名
めい

ニエメラ , ペトリ ミカエル（NIEMERA, Petri 

Mikael）、クーシッコ , ピルヨ・リーッタ 

（KUUSIKKO, Pirjo-Riitta）

平
へい
成
せい
15年

ねん
（2003年

ねん
）度
ど
  採
さい
用
よう
リスト
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朝
あさ
ご飯

はん

 
 

しゃ 

に ほん じん せい かつ 

しん み 

　このコーナーでは、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターが発

はっ
行
こう
している、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
「写
しゃ
真
しん
パ

ネルバンク」を使
つか
って、初

しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える先

せん
生
せい
方
がた
が、どのように日

に
本
ほん
人
じん
の生
せい
活
かつ
を

紹
しょう
介
かい
できるかを提

てい
案
あん
していきます。また、文

ぶん
型
けい
、単

たん
語
ご
、漢

かん
字
じ
は、初

しょ
級
きゅう
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
でも読

よ
めるように

やさしいものを使
つか
っています。今

こん
回
かい
は、｢食

た
べる ｣に関

かん
する写

しゃ
真
しん
パネルを集

あつ
めてみました。

 「いただきます」…食
た
べる

Japanese Life As Seen in Photographs
Breakfast, Lunch, Dinner and ……

Beginning and Intermediate

　朝
あさ
ご飯
はん
はお米

こめ
のご飯

はん
（写
しゃ
真
しん
①）とパン（写

しゃ
真
しん
②）

に大
おお
きく分

わ
かれます。ご飯

はん
の場

ば
合
あい
は時

じ
間
かん
をかけ

てゆっくり炊
た
く必
ひつ
要
よう
があります。パンの場

ば
合
あい
は

あまり時
じ
間
かん
がかかりません。

　会
かい
社
しゃ
員
いん
の場

ば
合
あい
は昼

ひる
休
やす
み時

じ
間
かん
に会
かい
社
しゃ
の外
そと
で食

た
べ

る人
ひと
（写
しゃ
真
しん
③）もいれば、会

かい
社
しゃ
の中
なか
の社

しゃ
員
いん
食
しょく
堂
どう

で食
た
べる人

ひと
もいます。また、お弁

べん
当
とう
を買

か
って食

た

べる人
ひと
（写
しゃ
真
しん
④）もいます。

昼
ひる
ご飯

はん

①

②

③
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このコーナーの担

たん
当
とう
者
しゃ
：高
こう
　偉

い
建
けん
、横
よこ
山
やま
紀
のり
子
こ

写真で見る日本人の生活

　高
こう
校
こう
生
せい
は教

きょう
室
しつ
で友

とも
だちとお弁

べん
当
とう
を食

た
べます

（写
しゃ
真
しん
⑤）。小

しょう
学
がく
生
せい
は「給

きゅう
食
しょく
」があって、クラス

のみんなと一
いっ
緒
しょ
に食

た
べます（写

しゃ
真
しん
⑥）。

晩
ばん
ご飯

はん

　

　会
かい
社
しゃ
員
いん
はときどき、その会

かい
社
しゃ
の人
ひと
とお酒

さけ
を飲

の

むこともあります（写
しゃ
真
しん
⑧）。飲

の
んだあと、屋

や

台
たい
などでラーメンを立

た
ち食

ぐ
いする人

ひと
もいます

（写
しゃ
真
しん
⑨）。

④

⑥ ⑤

⑧

⑦

⑨
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◆あいうえおの歌
うた

　50音
おん
の文

も
字
じ
を覚

おぼ
えるには、まず、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は50音

おん

にはどんな音
おん
があるのかを知

し
らなければなりませ

ん。そのために「あいうえおの歌
うた
」を紹

しょう
介
かい
するの

は一
ひと
つのアイディアです。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は歌

うた
を通

つう
じて自

し

然
ぜん
と日

に
本
ほん
語
ご
の50音

おん
に慣

な
れ親

した
しむようになります。

その際
さい
重
じゅう
要
よう
なことは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が興

きょう
味
み
を持

も
ちそうな

曲
きょく
を選

えら
ぶことです。音

おん
楽
がく
の好

この
みは学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の年

ねん
齢
れい
や

国
くに
によっても違

ちが
います。例

たと
えば、初

しょ
等
とう
教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
の

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
なら、次

つぎ
の例

れい
のような童

どう
謡
よう
のメロディーを

使
つか
った「あいうえお」の歌

うた
が望

のぞ
ましいでしょう。

　一
いっ
方
ぽう
、中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、童

どう
謡
よう
のリズムだ

と恥
は
ずかしがって歌

うた
わなかったりします。そうい

う場
ば
合
あい
には、彼

かれ
らに人

にん
気
き
のあるロックやラップの

音
おん
楽
がく
に、50 音

おん
と簡

かん
単
たん
なあいさつや曜

よう
日
び
などを入

い
れ

て作
つく
ったオリジナルの「あいうえおの歌

うた
」があれば

より効
こう
果
か
的
てき
でしょう。また、大

おとな
人向

む
けには、例

たと
え

ばブラジルならサンバなど、その国
くに
々
ぐに
で親

した
しまれ

ているメロディーを取
と
り入

い
れるのもいいでしょう。

◆文
も
字
じ
カードゲーム

　一
ひと
通
とお
り文

も
字
じ
の導

どう
入
にゅう
をしたら、楽

たの
しく文

も
字
じ
を読

よ

む練
れん
習
しゅう
をして記

き
憶
おく
を強

きょう
化
か
しましょう。今

こん
回
かい
紹
しょう
介
かい
す

るゲームは、文
も
字
じ
カードを使

つか
って仲

なか
間
ま
と競

きょう
争
そう
する

「あいうえおカルタ」です。

「あいうえおカルタ」

＜準
じゅん
備
び
＞ 50音

おん
のひらがなあるいはカタカナの文

も
字
じ

カード×グループの数
かず

　クラスの人
にん
数
ずう
が多

おお
くてカードの準

じゅん
備
び
に時

じ
間
かん
がか

かる場
ば
合
あい
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に宿

しゅく
題
だい
として文

も
字
じ
カードを作

つく

らせたり、ゲームをやっている人
ひと
を応

おう
援
えん
するチー

ムを作
つく
って、ゲームを見

けん
学
がく
させるなど工

く
夫
ふう
しま

しょう。

＜手
て
順
じゅん
＞

１． クラスを１グループ３～５人
にん
のグループに分

わ

けます。

２．各
かく
グループに文

も
字
じ
カードを配

くば
ります。

３． 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にカードの文

も
字
じ
面
めん
を上

うえ
にして広

ひろ
げさせ

ます。

４． 教
きょう
師
し
は、文

も
字
じ
を１つずつ読

よ
み上

あ
げ、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は

その文
も
字
じ
カードを取

と
ります。

５．一
いち
番
ばん
たくさんカードを取

と
れた人

ひと
が勝

か
ちです。

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
　前
ぜん
回
かい
は、かなの基

き
本
ほん
的
てき
な書

か
き方

かた
の学
がく
習
しゅう
方
ほう
法
ほう

を取
と
り上

あ
げました。今

こん
回
かい
は、楽

たの
しくかなを覚

おぼ

える方
ほう
法
ほう
をご紹

しょう
介
かい
します。

�������������� 44�� �� � � � � � � � � � � � � ��

��
�������������� � �� � � � � � � � � � � � �
�������������� �� �� � � � � � � � � � � � �

あ い う え お は よう こん にち は か き く け 

は ひ ふ へ ほん とう に もう いち ど ま み む め ） ） ） 

） ） ） ） 

さ し す せ そう です か とん でも ない た ち つ て 

や い ゆ え よ ろし く ろ まん す ら り る れ ） ） ） ） ） 

） ） 

な に ぬ ね の んび り うた いま しょう それ では つぎ を 

わ い う え おも しろ い お わ り ん で とう とう ） ） ） ） ） ） ） 

） ） ） ） 

「あいうえおはよう」（キラキラ星） 
ぼし 

（フランス民
みん
謡
よう
）

テーマ かなを楽
たの
しく覚

おぼ
えよう

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　目
もく
的
てき

　　　・かなを楽
たの
しく覚

おぼ
える

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

　　　・初
しょ
級
きゅう
（入

にゅう
門
もん
）レベル

　クラスの人
にん
数
ずう

　　　・何
なん
人
にん
でも

　準
じゅん
備
び
するもの

　　　・ テープやCD、文
も
字
じ
カード、日

に
本
ほん
語
ご
で書

か
かれ

た広
こう
告
こく
やメニュー、お菓

か
子
し
の箱

はこ
、漫
まん
画
が
や雑
ざっ
誌
し

などのレアリア
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＜アドバイス＞

　このゲームは全
すべ
ての文

も
字
じ
を導

どう
入
にゅう
した後

あと
の方

ほう
が

もっと面
おも
白
しろ
くなりますが、まだ、文

も
字
じ
を全

ぜん
部
ぶ
覚
おぼ

えていない段
だん
階
かい
でも学

がく
習
しゅう
しただけの文

も
字
じ
を使

つか
っ

てすることができます。カードゲームのよいと

ころはゲームの勝
しょう
敗
はい
が学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の学

がく
習
しゅう
のモチベー

ションになることと、ゲームを進
すす
めるために

自
じ
分
ぶん
の時

とき
だけでなく、他

ほか
の人

ひと
の時

とき
も正

ただ
しくでき

ているかどうかを学
がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
でチェックしなけ

ればならないことです。ただ、この「あいうえ

おカルタ」の場
ば
合
あい
、グループ分

わ
けに気

き
をつけな

いと、いつも勝
しょう
者
しゃ
が同

おな
じになってしまう恐

おそ
れが

あります。勝
しょう
者
しゃ
がいつも同

おな
じだと、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のや

る気
き
にも影

えい
響
きょう
が出

で
てきます。グループ内

ない
に能

のう
力
りょく

差
さ
がある場

ば
合
あい
、いつも勝

か
つ人

ひと
は、先

せん
生
せい
が文

も
字
じ
を

読
よ
み上

あ
げるまで後

うし
ろを向

む
かせたり、文

も
字
じ
カード

を読
よ
み上

あ
げる役

やく
をさせるなどルールを変

か
えて、

上
じょうず
手に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
全
ぜん
員
いん
のやる気

き
を引

ひ
き出

だ
しながら

やるとよいでしょう。この他
ほか
にも、ゲームの勝

か

ち負
ま
けが運

うん
の部

ぶ
分
ぶん
もあるカードゲームとして、

「あいうえお神
しん
経
けい
衰
すい
弱
じゃく
」や「あいうえお七

しち
並
なら

べ」、「坊
ぼう
主
ず
めくりゲーム」などがあります。

これらのゲームについては、参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
にあげ

てある『日
に
本
ほん
語
ご
コミュニケーションゲーム80』

（The Japan Times）や『Bits and Pieces』

（Kodansha）を参
さん
照
しょう
してください。なお、競

きょう
争
そう

をするゲームの場
ば
合
あい
、年

ねん
少
しょう
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は自

じ
分
ぶん
が勝

か

つまで何
なん
回
かい
もやりたがったり、騒

さわ
がしくなった

りしがちです。そういう時
とき
は、前

まえ
もって、ゲー

ムは何
なん
回
かい
やるのかを約

やく
束
そく
させたり、騒

さわ
いだ人

ひと
は

カードを戻
もど
させるなど、ルールを決

き
めてやりま

しょう。

◆レアリアを使
つか
った練

れん
習
しゅう

　かな文
も
字
じ
が大

だい
体
たい
一
ひと
通
とお
り認

にん
識
しき
できるようになっ

たら、今
こん
度
ど
は実

じっ
際
さい
に生

せい
活
かつ
の中

なか
で使

つか
われている文

も

字
じ
を読

よ
む練

れん
習
しゅう
をしてみましょう。その際

さい
、例

たと
え

ば、日
に
本
ほん
語
ご
で書

か
かれた実

じっ
際
さい
のメニューや広

こう
告
こく
、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が関

かん
心
しん
を持

も
っている日

に
本
ほん
の漫

まん
画
が
や雑

ざっ
誌
し
な

どのレアリアが教
きょう
材
ざい
として使

つか
えます。下

した
に挙

あ
げ

てある例
れい
は、人

にん
気
き
アニメ「とっとこハム太

た
郎
ろう
」

の公
こう
式
しき
ホームページの一

いち
部
ぶ
です。

　教
きょう
師
し
は、教

きょう
室
しつ
をまわったり、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
で自

じ

分
ぶん
達
たち
の読

よ
める部

ぶ
分
ぶん
を確

かく
認
にん
させたりして、正

ただ
しく

読
よ
めているかどうか確

かく
認
にん
してあげましょう。こ

の練
れん
習
しゅう
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に生

せい
活
かつ
の中

なか
で意

い
味
み
のある文

も
字
じ

を読
よ
める喜

よろ
びを与

あた
えるだけでなく、彼

かれ
らの学

がく
習
しゅう

意
い
欲
よく
も高

たか
めるでしょう。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
/ホームページ

1.『日
に
本
ほん
語
ご
コミュニケーションゲーム 80』The JapanTimes

2.『初
しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
ドリルとしてのゲーム教

きょう
材
ざい
50』アルク

3.『Bits and Pieces』Kodansha

4. http://www.cocos-jpn.co.jp/cocos/menu

※ 最
さい
後
ご
に、「あいうえおはよう」の歌

か
詞
し
の作
さく
者
しゃ
や作
つく
られた時

じ
期
き

などについて情
じょう
報
ほう
をお持

も
ちの方

かた
は、情

じょう
報
ほう
をお寄

よ
せください。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：小

こ
玉
だま
安
やす
恵
え
、篠
しの
崎
ざき
摂
せつ
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

読
どく
者
しゃ
の皆
みな
さんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

クリック
クリック

ハム太
た
郎
ろう
 とっとこむのURL：

http://www.hamutaro.com/top.html

©河井リツ子／小学館・SMDE・テレビ東京
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いろいろな状
じょう
況
きょう
に合

あ
う文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
が、会

かい
話
わ
で学

まな
べる一

いっ
冊
さつ

『自
し
然
ぜん
に使

つか
える文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
』

▽機
き
能
のう
ごとに学

まな
んで、練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい

　で確
かく
認
にん

　本
ほん
書
しょ
はアカデミック・ジャパニーズ日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう

現
げん
ハンドブックシリーズの10冊

さつ
目
め
となります。

今
いま
まで学

まな
んだ文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
について「意

い
味
み
はわかる

けれど、使
つか
えない」と感

かん
じている学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は多

おお
い

と思
おも
います。そんな人

ひと
のために大

だい
学
がく
のキャンパ

ス等
とう
で話

はな
されている会

かい
話
わ
の中

なか
でよく使

つか
われる約

やく

100の文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
を機

き
能
のう
ごとにまとめてあります。

　本
ほん
書
しょ
は第

だい
１章

しょう
「意

い
志
し
・願

がん
望
ぼう
・感

かん
情
じょう
」第

だい
２章

しょう

「要
よう
求
きゅう
・勧

かん
誘
ゆう
」第

だい
３章

しょう
「判

はん
断
だん
・伝

でん
聞
ぶん
」第

だい
４章

しょう

「聞
き
き手

て
への態

たい
度
ど
」の４つの章

しょう
からなっていま

す。各
かく
章
しょう
の構

こう
成
せい
は、大

おお
きく２つに分

わけ
けられます。

　まず、キャンパスライフ会
かい
話
わ
（つまり、大

だい
学
がく

キャンパス場
ば
面
めん
での会

かい
話
わ
）です。次

つぎ
にその会

かい
話
わ

文
ぶん
に出

で
てきた一

ひと
つ一

ひと
つの文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
について以

い
下
か

のような説
せつ
明
めい
が続
つづ
きます。

１） 文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
の簡
かん
単
たん
な説

せつ
明
めい
・言

い
い換

か
え

２） その表
ひょう
現
げん
を使
つか
う時
とき
の注

ちゅう
意
い
点
てん

３） 接
けい
続
ぞく
の形

かたち

４） その表
ひょう
現
げん
を使

つか
える相

あい
手
て

５） 会
かい
話
わ
例
れい

６） 語
ご
訳
やく
（英
えい
語
ご
・中

ちゅう
国
ごく
語
ご
・韓

かん
国
こく
語
ご
）

　この本
ほん
の特
とく
色
しょく
は大

だい
学
がく
キャンパス場

ば
面
めん
での会

かい
話
わ

文
ぶん
と、そこで出

で
てきた文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
に説

せつ
明
めい
文
ぶん
をつけ、

話
わ
者
しゃ
（自

じ
分
ぶん
）と会

かい
話
わ
の相

あい
手
て
からなる応

おう
答
とう
の形

かたち
に

なった例
れい
文
ぶん
で、「いつ、どこで、だれに使

つか
える

のか」、実
じっ
際
さい
の使

つか
い方

かた
をわかりやすく示

しめ
してい

る点
てん
です。そして各

かく
章
しょう
末
まつ
には練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
がありま

す。

▽学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベルにより、

　さまざまな使
つか
い方

かた
ができる

　本
ほん
書
しょ
の使

つか
い方

かた
として次

つぎ
のようなやり方

かた
が紹

しょう

介
かい
されています。たとえば第

だい
１章

しょう
・「感

かん
情
じょう
」で

すが、「キャンパ

スライフ会
かい
話
わ
集
しゅう
２

（感
かん
情
じょう
）」でどの

ような文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
が

使
つか
われているのか

イメージをつかみ

ます。次
つぎ
に意

い
味
み
や

接
せつ
続
ぞく
の形

かたち
、さらに

どういう相
あい
手
て
に対
たい
して使

つか
えるかを具

ぐ
体
たい
的
てき
な会

かい
話
わ

例
れい
をもとに勉

べん
強
きょう
します。それらを一

ひと
通
とお
り勉
べん
強
きょう
し

たあと、練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
で確
かく
認
にん
します。その他

ほか
の方

ほう
法
ほう

としては、先
さき
に練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
をやり、間

ま
違
ちが
えたとこ

ろを「キャンパスライフ会
かい
話
わ
集
しゅう
」で確

かく
認
にん
し、そ

の表
ひょう
現
げん
に関

かん
する説

せつ
明
めい
を読

よ
みます。そのあとでも

う一
いち
度
ど
練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
に戻

もど
り勉

べん
強
きょう
することもできます。

　各
かく
章
しょう
の「キャンパスライフ会

かい
話
わ
集
しゅう
」の会

かい
話
わ
例
れい

は８つだけですが、それぞれの文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
にも会

かい

話
わ
例
れい
が数
すう
例
れい
ありますので、テキスト全

ぜん
体
たい
ではか

なりの文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
を学

まな
ぶことができます。また、

各
かく
章
しょう
末
まつ
にあるコラムという読

よ
み物

もの
も適

てき
切
せつ
な文

ぶん
末
まつ

表
ひょう
現
げん
を選
えら
ぶためのヒントになるでしょう。
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えん

　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－
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